




それぞれの学びの場には、学習の内容や支援の方法に様々な特色
があります。
お子さんが学習活動に参加している実感・達成感を持ちながら充

実した時間を過ごせていることや持てる力を最大限に引き出し、生
きる力を身に付けていける学びの場であることが大切です。

学 び の 場 の 紹 介

どんなふうに学習をするの？
〇クラス集団での学習を行います。
日常生活上の介助や身支度の手伝い、教室移動の手助
け、先生の指示をわかりやすく伝える等の学習支援を
行う特別支援教育支援員が配置されているところもあ
ります。

どんな学習をするの？
〇様々な支援を必要とするお子さんの状態に応じて、指
導方法や教材教具等について工夫をしながら、各教科
等の学習を行います。

①「通常の学級」

※小学校・中学校の通常の学級に籍を置きながら、必要に応じて週の数
時間を自校や他校に設置した教室（通級指導教室）に通う場合もあり
ます。（次頁「②通級指導教室」に詳しく説明し
ています。）



どんな学習をするの？

〇小学校・中学校の通常の学級に籍を置きながら、週の数時間
を自校や他校に設置した教室（通級指導教室）に通います。
話し方など言葉に関する学習や、友達とのスムーズなやりと
りや気持ちの理解、コミュニケーションに関することの学習
のほか、自分の得意な面や不得意な面などを知り、自分に合
った勉強方法を身につけるための学習等を行います。

どんな教室があるの？
〇現在、和歌山県では以下の学級を設置しています。

言語障害通級指導教室（ことばの教室）
LD等通級指導教室
難聴通級指導教室（和歌山ろう学校：きこえの教室）

どんなふうに学習するの？

〇基本的には個別で学習します。友達との上手なやりとりなど、
コミュニケーション等に係る学習が必要なときは、数人のグ
ループで学習することもあります。
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②「通級指導教室」



どんなふうに学習をするの？

〇小集団の中で、お子さん一人一人の状態・特性に応じた指導
支援を行います。

どんな学習をするの？

〇小学校・中学校等に設置する学級で、お子さん一人一人にあ
わせて各教科等の学習を行います。また、生活に結びついた
内容を、具体的な活動を通して学習します。
毎日の生活に必要な知識や習慣を身に付け、社会参加と自立
をめざし、特別支援学校と同じ内容、方法で学習することも
あります。

同じ学年の友達との活動はあるの？

〇学校行事や学級活動等教科等によっては、通常の学級で学習
することもあります。

どんな学級があるの？

〇現在、和歌山県では以下の学級を設置しています。設置状況
については、就学予定の学校や市町村教育委員会に問い合わ
せてください。

知的障害特別支援学級
自閉症・情緒障害特別支援学級
肢体不自由特別支援学級
病弱・身体虚弱特別支援学級
弱視特別支援学級
難聴特別支援学級

③「特別支援学級」



どんな学校なの？ どのように通学するの？
〇和歌山県立の特別支援学校と和歌山大学教育学部附属特別支援
学校があります。（和歌山大学教育学部附属特別支援学校では
入学選考が行われます。）学校によってはスクールバスを運行
していますので、利用していただけます。

〇小学部から高等部まで一貫した学習を行います。（和歌山盲学
校、和歌山ろう学校には幼稚部も設置されています。）

④「特別支援学校」

どんな学習をするの？

〇お子さん一人一人の障害の状態や特性に応じて学習します。小
学校と同じ内容の教科学習や、実際の生活に即した内容をとり
あげ、体験を交えながら日常生活に必要な力や将来自立して生
活するために必要な力を身に付けるための学習を行います。
（詳しいことは次頁をご覧ください。）

どんなふうに学習するの？
〇お子さんの状態や学習内容に応じて、少人数または学年をこえ
た集団でも学習します。

〇学校への通学が困難なお子さんには、教員が家庭を訪問して学
習する「訪問教育」も実施しています。

小学校へ就学する友だちと一緒に学習することはありますか？

〇お子さんが特別支援学校に就学した場合でも、近隣の学校や住
まい近くの学校の子どもたちとの学習も行っています。就学先
の特別支援学校へ相談してみてください。

スクールバスを利用
できる学校もあります。



視覚障害のある子供たち

和歌山盲学校では、文字を「拡大」した教科書や「手で触

る」ことができるいろいろな教材・教具を用いた学習のほか、

歩行のための訓練や点字を読む学習も行っています。

聴覚障害のある子供たち

和歌山ろう学校では、「聞こえの力」を最大限に生かすため

の学習や話し言葉を身に付けるための学習、補聴器等の使用の

仕方などの学習を行っています。

知的発達に遅れのある子供たち

発達段階に合わせた教育課程に基づき、生活に結びついた内

容を、具体的な活動を通して学習しています。生活に必要な知

識や習慣を身に付けられるよう、継続的、段階的な指導を行っ

ています。

からだの不自由な子供たち
発達や体の状態に応じた教材・教具を使って学習しています。

知的障害を伴うなど、障害の重い子どもたちは、「自立活動」

として、座る・歩く等の動作や食事・排泄の指導、コミュニケ

ーションの力を育てる指導などを中心に学習しています。

病気やからだの弱い子供たち

みはま支援学校では、入院や通院を必要とする子どもたちが、

病気の状態等に応じ、健康面や衛生面に配慮を行いながら学習

しています。病院と連携し、入院中のベッドサイドで学習したり、

体験的な活動の補助としてＩＣＴ機器を活用したりして学習して

います。




